
180 ゲツセマネ途上での説教（１）イエスはまことのぶどうの木 

ヨハネによる福音書 15：1～10  
・・・・・オリーブ山麓のゲツセマネの園に向かう途上のぶどう畑で（ヨハネ 15～16 章）・・・・・  

01「わたし（→イエス・キリスト）はまこと
● ● ●

（→本当の）のぶ
● ●

どうの
● ● ●

木
●

（the true vine）、わたしの父は農夫である。 
→イエスの神性宣言 
 
02 わたしにつながって

● ● ● ● ●

いながら、実
●

を結ばない枝はみな、父が取り除

かれる（→剪定）。しかし、実を結ぶものはみな、いよいよ豊かに実を

結ぶように手入れ（→間引き等＝摘
て き

蕾
ら い

、摘
て き

花
か

、摘果
て き か

）をなさる。 
→つながって：ヨハネだけの表記（15：2、4、5、6、7） 
→イエスは御自分を、多くの枝を伸ばしたぶどう（葡萄）の木であると

言う。農夫は、ぶどうの木がたくさんの実を結ぶように古い枝や実を結ばない枝を剪定する。ぶどうの木

は剪定しないと良い実をつけないからである。ぶどうの木（イエス）とつながっている枝だけが実を豊か

に結ぶのである（5 節）。 
イエスが弟子たちに望む「実」は、神と他者への愛に基づくものである。 
旧約聖書には、神の民であるイスラエルが、地主の期待通りの実を結ばないぶどう畑として描かれてい

る箇所もある（イザヤ 5：1～7）。 
→霊の実は、キリストに従う者たちの中に聖霊によって生み出されるイエスの品性で、良い実は、私たち

が聖霊によってイエスとつながっていることの自然な産物である。私たちが、私たちの心に対する聖霊

の内なる促しと協力するとき、霊の実は私たちの中に明らかになる。 
 
【参考】 ぶどうの木 旧約聖書では、「イスラエルの民」＝「ぶどうの木」である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



→神はイスラエルの民を良いぶどうを実らせる民として植えられ、手入れをし、育て、豊かな収穫を期待

された。 
しかし、イスラエルの民は、神の想いに背いて、質の悪い酸い実のなる変種のぶどう（→悪い野ぶどう）

に変わってしまった。そんなイスラエルの民を神の意図した姿（→まことのぶどうの木）に作り変えるた

めに、イエスはこの世に遣わされた。 
 

 
【参考】 阿鼻叫喚（あびきょうかん） 

非常な辛苦の中で号泣し、救いを求めるさま。非常に悲惨でむごたらしいさま。地獄に落ちた亡者が、責

め苦に堪えられずに大声で泣きわめくような状況の意。 
「阿鼻」は仏教で説く八熱（八大）地獄－等

と う

活
か つ

地獄、黒縄
こ く じ ょ う

地獄、衆合地獄、叫喚地獄、大叫喚地獄、焦熱

地獄、大焦熱地獄、阿鼻地獄（無間
む け ん

地獄）－の中の阿鼻地獄（無間
む け ん

地獄）を指し、現世で父母を殺すなど

最悪の大罪を犯した者が落ちて、猛火に身を焼かれる地獄。「叫喚」は泣き叫ぶこと。 
 
03 わたしの話した言葉によって、あなたがたは既に清くなっている。 

04 わたしにつながって
● ● ● ● ●

いなさい（→回復訳：わたしの中に住んでいなさい／新改訳：わたしにとどまり

なさい）。わたしもあなたがたにつながって
● ● ● ● ●

いる。 

ぶどうの枝が、（ぶどうの）木につながって
● ● ● ● ●

いなければ、自分では実を結ぶことができないように、あな

たがたも、わたしにつながって
● ● ● ● ●

いなければ、実を結ぶことができない。 
→イエス・キリストにつながる（留

と ど

まる）ことが、父なる神の御心を成就する唯一の方法である。 
 
05 わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。 

人がわたしにつながって
● ● ● ● ●

おり、わたしもその人につながって
● ● ● ● ●

いれば、その人は豊かに実を結ぶ。 

わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。 

 
06 わたしにつながって

● ● ● ● ●

いない人がいれば、枝のように外に投げ捨てられて枯れる。そして、集められ、

火に投げ入れられて焼かれてしまう。 

→実を結ばないぶどうの枝は、剪定（切り落と）され、乾燥させた後に燃やされる（信者であっても、信

仰[救い]を失う可能性はある）。 
→コリントの信徒への手紙一 3：11～15 
イエス・キリストという既に据えられている土台を無視して、だれもほかの土台を据えることはできま

せん。この土台の上に、だれかが金、銀、宝石、木、草、わらで家を建てる場合、おのおのの仕事は明る

みに出されます。かの日にそれは明らかにされるのです。なぜなら、かの日が火と共に現れ、その火はお

のおのの仕事がどんなものであるかを吟味するからです。だれかがその土台の上に建てた仕事が残れば、

その人は報いを受けますが、燃え尽きてしまえば、損害を受けます。ただ、その人は、火の中をくぐり抜

わたしはあなたを、甘いぶどうを実らせる／確かな種として植えたのに／どうして、わたしに背いて

／（質の）悪い（雑種の）野ぶどうに変わり果てたのか（エレミヤ書 2：21）。 

聖書では、イスラエルが「ぶどう畑」にたとえられることも多くある。 
→イスラエルの失敗（イザヤ書 5：7） 
イスラエルの家は（神が率いる）万軍の主のぶどう畑／主が楽しんで植えられたのはユダの人々。主

は裁き（ミシュパト）を待っておられたのに／見よ、流血（ミスパハ）。正義（ツェダカ）を待ってお

られたのに／見よ、叫喚
き ょ う か ん

（ツェアカ）。 
→（リビング・バイブル）このぶどう園というのは神の民のことです。イスラエルとユダは、神のお気

に入りの土地でした。神はそこが正義の国となるのを期待していたのに、実際に目にしたのは流血で

した。正しいことが行われるようにと願っていたのに、実際に耳にしたのは、しいたげられた人たち

の叫びでした。 



けて来た者のように、救われます。 
→かの日が火と共に現れ：かの日とは、キリストの再来の日で、人がどのように生きたか、信仰に忠実で

あったかどうかを神が吟味する時を指す。その日に、キリストはすべての信者を裁かれる(マタイ 25：19
～30、Ⅰコリ 4：5、II コリ 5：10、黙示録 22：12)。新約聖書では、罪を犯した人々の審判の場は火の燃

え盛る試練の場として描かれる（ルカ 16：24、黙示録 20：14）。ここでは高価な金属を溶かす高温の火

について言っている。木、草、わら（藁）は、このような火の中では燃え尽きてしまう。金や銀は溶ける

がダイヤモンド（エレミヤ 17：1、エゼキエル 3：9）を除き、宝石は溶けない。パウロは自分の教えが

神の裁きの火によって吟味されると言っている（良い教えであるならば宝石のように火の中を潜り抜け

ることができる）。 
→人生における敗北、苦しみは試練であり、不幸ではない。灼熱の炎に磨かれる黄金のように、試練によ

ってこそ、人は高められる（キリシタン大名、大友宗麟）。 
 
【参考】 新約聖書にある「火に投げ込まれる（入れられる）」 

 
07 あなたがたが①わたしにつながって

● ● ● ● ●

おり、②わたしの言葉があなたがたの内にいつもあるならば、望

むものを何でも願いなさい。そうすればかなえられる。 

→父の御心に沿った祈りは、叶えられる。 
 
08 あなたがたが豊かに実を結び、わたしの弟子となるなら、それによって、わたしの父は栄光をお受け

になる。 

→イエスが弟子に望む「実」は、神と他者への愛に基づくものである。 
 
09 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛してきた。わたしの愛にとどまりなさい。 
10 わたしが父の掟を守り、その愛にとどまっているように、あなたがたも、わたしの掟を守るなら、わ

たしの愛にとどまっていることになる。 

→イエスの戒めを守ることが、イエスの愛に留まることである。 
 
 [注意] ファイル No.１８３を開くには、次のパスワード（４桁半角数字）が必要になります。→【５７３0】 



【参考】 聖書にある「とど（留）まりなさい」 

 
【参考】 叶えられた祈り 

I ASKED GOD 

－ THE ANSWER TO ALL MY PRAYERS － 

叶えられた祈り 
  

I asked God for strength, that I might achieve, I was made weak, that I might learn humbly to obey. 

大きなことを成し遂げるために 強さを与えてほしいと、神に求めたのに 

私は弱さを与えられた 神に従う謙虚を学ぶようにと 
 

I asked for health, that I might do greater things, I was given infirmity, that I might do better things. 

より偉大なことが出来るように 健康を求めたのに 

私は病気を与えられた もっと善いことができるようにと 
 

I asked for riches, that I might be happy, I was given poverty, that I might be wise. 

幸せになれるように 富を求めたのに 

私は貧困を与えられた 賢明になれるようにと 
 

I asked for power, that I might have the praise of men, I was given weakness, that I might feel the need of God. 

世の中の賞賛を得ようとして 権力を求めたのに 

私は弱さを与えられた 神の手助けを望むようにと 
 

I asked for all things, that I might enjoy life, I was given life, that I might enjoy all things.  

人生を楽しめるように あらゆるものを求めたのに 

私は命を与えられた あらゆることを喜べるようにと 
 

I got nothing I asked for, but everything I had hoped for. 

求めたものはひとつとして与えられなかったが 

私の願いはすべて聞き届けられた 
 

Almost despite myself, my unspoken prayers were answered. 

神の意に添わぬものばかりを望んだにもかかわらず  

心の中の言い表わせない祈りはすべて叶えられた 
 

I am among men most richly blessed. 

私はあらゆる人の中で 

もっとも豊かに祝福(恵み)を受けたのだ 
 

Author Unknown 作者不明 


